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1. 要約
この資料はR8C/M12AグループのタイマRC(PWM2モード )を使用した PWM波形出力の設定方法、及び

応用例について説明しています。

2. はじめに
この資料で説明する応用例は次のマイコン、条件での利用に適用されます。

•マイコン ：R8C/M12Aグループ

• XINクロック周波数 ：20MHz

本アプリケーションノートは、上記グループと同様の SFR(周辺機能制御レジスタ )を持つR8Cファミリ

マイコンでも使用できます。ただし、一部の機能を変更している場合がありますのでユーザーズマニュア

ルで確認してください。また、本アプリケーションノートで説明しているプログラムを使用される場合は

十分な評価を行ってください。

R01AN0091JJ0101
Rev.1.01

2011.03.10

R8C/M12Aグループ

タイマRC(PWM2モード)



R8C/M12Aグループ タイマRC(PWM2モード )

R01AN0091JJ0101 Rev.1.01 Page 2 of 15
2011.03.10

3. 応用例の説明

3.1 プログラム概要

周期が 200μsのPWM波形を 1本出力します。PWMの周期をタイマRCカウンタ (TRCCNT)とジェネラ

ルレジスタ A(TRCGRA) のコンペア一致で生成し、各 PWM の変化点を TRCCNT とジェネラルレジスタ

(TRCGRB、TRCGRC)のコンペア一致で生成します。また、TRCCNTとTRCGRAのコンペア一致で割り

込みが発生します。出力するPWM波形は以下の通りです。

TRCIOB端子：アクティブレベル (“H”)   100μs = 1/20MHz × (TRCGRB － TRCGRC) 
                                      　　　　　　    　   　          = 50ns ×(3000 － 1000) = 50ns × 2000
ウェイト時間                                                      50μs = 1/20MHz × TRCGRC
                                                                                       = 50ns × 1000
PWM周期 (200μs)はTRCGRAに設定します。

200μs = 1/20MHz × (TRCGRA ＋ 1) = 50ns × 4000

＜設定条件＞

• f1(XINクロック：20MHz)をカウントソースに使用します。

• TRCCNTはTRCGRAのコンペア一致でクリアします。

• TRCIOB端子の出力は“H”アクティブ、初期出力レベルは非アクティブレベル (“L”)とします。

• TRCCNTとTRCGRCのコンペア一致でTRCIOB端子からアクティブレベル(“H”)を出力します。

• TRCCNTとTRCGRBのコンペア一致でTRCIOB端子から非アクティブレベル (“L”)を出力します。

•バッファ動作は使用しません。

• TRCTRGトリガ入力は禁止します。

•パルス出力禁止機能は使用しません。

•波形出力操作機能は使用しません。

• A/D変換開始トリガは使用しません。

•タイマRC割り込みを使用します。

図 3.1にブロック図を、図 3.2にタイミング図を、表 3.1に使用端子と機能を示します。

図 3.1 ブロック図

TRCIOB 出力
制御

比較器 TRCGRATRCCNT

比較器 TRCGRB

比較器 TRCGRC

カウントクリア信号
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図 3.2 タイミング図

3.2 使用メモリ

使用メモリサイズは C コンパイラのバージョンやコンパイルオプションによって異なります。上記は

次の条件の場合です。

Cコンパイラ：M16C Series, R8C Family C Compiler V.5.45 Release 01
コンパイルオプション：-c -finfo -dir "$(CONFIGDIR)" -R8C

表 3.1 使用端子と機能

端子名 入出力 機能

P1_2/TRCIOB 出力 PWM出力

表 3.2 使用メモリ

使用メモリ サイズ 備考

ROM 203バイト r01an0091_src.cモジュール内

RAM 0バイト r01an0091_src.cモジュール内

最大使用ユーザスタック 10バイト

最大使用割り込みスタック 18バイト

TRCGRCレジスタ設定値

アクティブレベル幅
100μs

TRCGRBレジスタ設定値：150μs

TRCGRAレジスタ設定値：200μs

50μs50μs

TRCGRCレジスタ設定値

P1_2/TRCIOB

R8C/M12Aグループ
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4. ソフトウェア説明
応用例を実現するためのプログラム例を説明します。各レジスタの詳細は「R8C/M12Aグループ ユーザー

ズマニュアル ハードウェア編」を参照してください。

レジスタ図において、×はこの応用では使用しないビット、空白は変更しないビット、—は予約ビットま

たは、何も配置されていないビットです。

4.1 関数表

宣言 void main (void)
概要 メイン関数

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

なし －

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 システムクロックとタイマRCの初期設定を行います。

宣言 void mcu_init (void)
概要 システムクロック設定処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

なし －

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 システムクロック (XINクロック )の設定を行います。

宣言 void timer_rc_init (void)
概要 タイマRC初期設定処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

なし －

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 タイマRCをPWM2モードで使用するためのSFR初期設定を行います。

宣言 void _timer_rc (void)
概要 タイマRC割り込み処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

なし －

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 タイマRC割り込み処理を行います。
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4.2 メイン関数

•フローチャート 

4.3 システムクロック設定処理

•フローチャート

asm(“FCLR I”) 割り込み禁止

システムクロック設定処理(XINクロック）
システムクロック設定処理

mcu_init()

タイマRC初期設定処理

timer_rc_init()

asm(“FSET I”)

タイマRC初期設定処理(PWM2モード)

割り込み許可

main()

prc0 ← 1

exckcr ← 0x03

プロテクト解除

mcu_init()

scksel ← 1

prc0 ← 0 プロテクト

P4_6：XIN、P4_7：XOUT選択(XINクロック発振)

システム基準クロック：高速クロック選択

locodis ← 0 低速オンチップオシレータ発振

return

phisel ← 0x00 システムクロック：システム基準クロックの分周なし

hscksel ← 0 高速クロック：XINクロック選択

繰り返し
(i <= 2040)

i++ 発振安定待ち

sckcr ← sckcr & 0x60 CPUクロック：システムクロックの分周なし

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)
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•レジスタ設定

(1) EXCKCR、OCOCR、SCKCR、PHISEL、CKSTPR、CKRSCR、BAKCR、FRV1、FRV2レジスタ

への書き込みを許可します。

プロテクトレジスタ (PRCR)

(2) 低速オンチップオシレータを発振させます。

高速 /低速オンチップオシレータ制御レジスタ (OCOCR)

(3) XINクロックを発振させます。

外部クロック制御レジスタ (EXCKCR)

(4) XINクロックの発振が安定するまで待ちます。

(5) 高速クロックをXINクロックに設定します。

システムクロック f制御レジスタ (SCKCR)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 ― ― ― × × ― × 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 PRC0 プロテクトビット0 EXCKCR、OCOCR、SCKCR、PHISEL、

CKSTPR、CKRSCR、BAKCR、FRV1、FRV2
レジスタへの書き込み
1：許可

R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 ― ― ― ― ― ― 0 ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b1 LOCODIS 低速オンチップオシレータ発振

停止ビット
0：低速オンチップオシレータ発振 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 ― × ― ― ― ― 1 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 CKPT0 ポートP4_6、P4_7端子機能選択

ビット

P4_6端子
b1 b0

 1 1：XIN

P4_7端子
b1 b0

 1 1：XOUT

R/W
b1 CKPT1 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 ― 0 × ― ―

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b6 HSCKSEL 高速オンチップオシレータ /

XINクロック選択ビット

0：XINクロック R/W
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(6) システムクロックをシステム基準クロックの分周なしに設定します。

システムクロック f選択レジスタ (PHISEL)

(7) システム基準クロックを高速クロックに設定します。

クロック停止制御レジスタ (CKSTPR)

(8) CPUクロックをシステムクロックの分周なしに設定します。

システムクロック f制御レジスタ (SCKCR)

(9) EXCKCR、OCOCR、SCKCR、PHISEL、CKSTPR、CKRSCR、BAKCR、FRV1、FRV2レジスタ

への書き込みを禁止します。

プロテクトレジスタ (PRCR)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 PHISEL0 システムクロック分周比

選択ビット
システムクロック (f)を生成するための、システ

ム基準クロック (fBASE)の分周比を設定します。   
システムクロック (f)
　f = fBASE/(n + 1)
n：PHISELレジスタで設定した2進数の値

R/W
b1 PHISEL1 R/W
b2 PHISEL2 R/W
b3 PHISEL3 R/W
b4 PHISEL4 R/W
b5 PHISEL5 R/W
b6 PHISEL6 R/W
b7 PHISEL7 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 1 ― ― ― ― × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b7 SCKSEL システム基準クロック選択ビット 1：fHSCK R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 ― × ― ― 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 PHISSEL0 CPUクロック分周比選択ビット b2 b1 b0

 0 0 0：システムクロックの分周なし
R/W

b1 PHISSEL1 R/W
b2 PHISSEL2 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 ― ― ― × × ― × 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 PRC0 プロテクトビット0 EXCKCR、OCOCR、SCKCR、PHISEL、

CKSTPR、CKRSCR、BAKCR、FRV1、FRV2
レジスタへの書き込み
0：禁止

R/W
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4.4 タイマRC初期設定処理

•フローチャート

timer_rc_init()

trcmr ← 0x40

trccr1 ← 0x80

p1 ← p1 & 0xfb ポートP1_2：“L”

pd1 ← pd1 | 0x04 ポートP1_2：出力モード

PWM2モード選択、タイマRCカウント停止

カウントソース：f1

コンペア一致AでTRCCNTカウンタクリア

trccr2 ← 0x18

TRCTRGの入力禁止

TRCIOB端子の初期出力レベル：“L”

TRCGRAレジスタとのコンペア一致後もカウント継続

pml1 ← (pml1 & 0xcf) | 0x10 ポートP1_2：TRCIOB選択

ilvl3 ← 0x00 タイマRC割り込み禁止

trcoer ← 0x7d

cts_trcmr ← 1

ilvl3 ← 0x10

TRCIOB出力許可

タイマRCカウント開始

タイマRC割り込み許可(レベル1)

return

trccnt ← 0x0000

 trcgra ← 4000-1 PWM周期 ：200μs設定(50ns× 4000 ＝200μs)

trcgrb ← 3000-1

trcgrc ← 1000-1

TRCCNTレジスタのカウント値を“0000h”に初期化

trcopr ← 0x00 波形出力操作無効

カウント開始からのアクティブレベル終了時間
：150μs設定(50ns× 3000 ＝150μs)

カウント開始からのウエイト時間
：50μs設定(50ns× 1000 ＝50μs)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(17)

(18)

(19)

(20)

mstcr ← mstcr & 0x53 タイマRCをアクティブに設定

trcadcr ← 0xf0 A/D変換開始トリガ禁止

asm("nop")
asm("nop")

カウントソースの切り換え後、システムクロックの2サイクル以上
待ってから、タイマRC関連レジスタへの書き込みを行う。

trcier ← 0x71 TRCSRレジスタのIMFAビットによる割り込み要求(IMIA)許可

trcsr ← trcsr & 0x70 タイマRCステータスフラグクリア

INT0端子にLを入力しても、 EA～EDビットは変化しない
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•レジスタ設定

(1) ポートP1_2に初期出力レベルを設定します。

ポートP1レジスタ (P1)

(2) ポートP1_2を出力モードに設定します。

ポートP1方向レジスタ (PD1)

(3) ポート1機能マッピングレジスタ0を設定します。

ポート1機能マッピングレジスタ0 (PML1)

(4) タイマRC割り込みを禁止します。

割り込み優先レベルレジスタ3 (ILVL3)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 × × × × × 0 × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b2 P1_2 ポートP1_2ビット 0：Lレベル R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 × × × × × 1 × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b2 PD1_2 ポートP1_2方向ビット 1：出力モード (出力ポートとして機能 ) R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 × × 0 1 × × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b4 P12SEL0 ポートP1_2機能選択ビット b5 b4

 0 1：TRCIOB
R/W

b5 P12SEL1 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 ― ― 0 0 ― ― ― ―

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b4 ILVL34 割り込み優先レベル設定ビット b5 b4

 0 0：レベル0 (割り込み禁止 )
R/W

b5 ILVL35 R/W
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(5) タイマRCをアクティブに設定します。

モジュールスタンバイ制御レジスタ (MSTCR)

(6) タイマRCのカウントを停止し、PWM2モードに設定します。

タイマRCモードレジスタ (TRCMR)

(7) A/D変換開始トリガを禁止します。

タイマRC A/D変換トリガ制御レジスタ (TRCADCR)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 ― × 0 × ― ― × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b5 MSTTRC タイマRCスタンバイビット 0：アクティブ R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 ― × 0 0 × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b3 PWM2 PWM2モード選択ビット 0：PWM2モード R/W
b4 BUFEA TRCGRCレジスタ機能選択

ビット

0：アウトプットコンペアレジスタまたはインプット

キャプチャレジスタ

R/W

b7 CTS TRCCNTカウント開始ビット 0：カウント停止 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 ― ― ― ― 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 ADTRGAE TRCGRA A/D変換開始トリガ

許可ビット

0：コンペア一致A時にA/D変換開始トリガ発生しない R/W

b1 ADTRGBE TRCGRB A/D変換開始トリガ

許可ビット

0：コンペア一致B時にA/D変換開始トリガ発生しない R/W

b2 ADTRGCE TRCGRC A/D変換開始トリガ

許可ビット

0：コンペア一致C時にA/D変換開始トリガ発生しない R/W

b3 ADTRGDE TRCGRD A/D変換開始トリガ

許可ビット

0：コンペア一致D時にA/D変換開始トリガ発生しない R/W
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(8) タイマRC制御レジスタ1を設定します。

タイマRC制御レジスタ1 (TRCCR1)

(9) システムクロックの2サイクル以上待ちます。

(10) タイマRC制御レジスタ2を設定します。

タイマRC制御レジスタ2 (TRCCR2)

(11) タイマRCカウンタを“0000h”に初期化します。

タイマRCカウンタ (TRCCNT)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 1 0 0 0 × × 0 ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b1 TOB タイマ出力レベル選択Bビット 0：出力値0 R/W
b4 CKS0 カウントソース選択ビット b6 b5 b4

 0 0 0：f1
R/W

b5 CKS1 R/W
b6 CKS2 R/W
b7 CCLR TRCCNTカウンタクリア選択ビッ

ト

1：インプットキャプチャ /コンペア一致Aで

TRCCNTカウンタクリア

R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 0 0 ― ― × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b5 CSTP カウント停止ビット 0：カウントアップ継続 R/W
b6 TCEG0 TRCTRG入力エッジ選択ビット b7 b6

 0 0：TRCTRGの入力禁止
R/W

b7 TCEG1 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8
設定値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 機能 設定範囲 R/W
b15～b0 16ビットの読み出し /書き込みが可能なアップカウンタです。 0000h～FFFFh R/W
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(12) タイマRCジェネラルレジスタAにタイマRCカウンタとのコンペア値“4000-1”(0F9Fh)を設定し

ます。

タイマRCジェネラルレジスタA (TRCGRA)

(13) タイマRCジェネラルレジスタBにタイマRCカウンタとのコンペア値“3000-1”(0BB7h)を設定し

ます。

タイマRCジェネラルレジスタB (TRCGRB)

(14) タイマRCジェネラルレジスタCにタイマRCカウンタとのコンペア値“1000-1”(03E7h)を設定し

ます。

タイマRCジェネラルレジスタC (TRCGRC)

(15) タイマRC波形出力操作レジスタを設定します。

タイマRC波形出力操作レジスタ (TRCOPR)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 1 0 0 1 1 1 1 1

ビット b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8
設定値 0 0 0 0 1 1 1 1

ビット 機能 R/W
b15～b0 PWM周期を設定：50ns× 4000 ＝200μs R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 1 0 1 1 0 1 1 1

ビット b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8
設定値 0 0 0 0 1 0 1 1

ビット 機能 R/W
b15～b0 TRCIOB端子のPWM出力変化点を設定：50ns× 3000 ＝150μs R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 1 1 1 0 0 1 1 1

ビット b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8
設定値 0 0 0 0 0 0 1 1

ビット 機能 R/W
b15～b0 TRCIOC端子のPWM出力変化点を設定：50ns× 1000 ＝50μs R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 ― ― 0 × × × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b5 OPE 波形出力操作許可ビット 0：波形出力操作無効 R/W
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(16) タイマRC割り込み許可レジスタを設定します。

タイマRC割り込み許可レジスタ (TRCIER)

(17) タイマRCステータスレジスタを初期化します。

タイマRCステータスレジスタ (TRCSR)

(18) タイマRC出力許可レジスタを設定します。

タイマRC出力許可レジスタ (TRCOER)

(19) タイマRC割り込みを許可します。

割り込み優先レベルレジスタ3 (ILVL3)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 × ― ― ― × × × 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 IMIEA インプットキャプチャ /コンペ

ア一致A割り込み許可ビット

1：TRCSRレジスタの IMFAビットによる割り込み

要求 (IMIA)許可

R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 — — — 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 IMFA インプットキャプチャ /コンペア一致Aフラグ [0になる条件 ]

• 1を読んだ後、0を書いたとき

R/W
b1 IMFB インプットキャプチャ /コンペア一致Bフラグ R/W
b2 IMFC インプットキャプチャ /コンペア一致Cフラグ R/W
b3 IMFD インプットキャプチャ /コンペア一致Dフラグ R/W
b7 OVF タイマオーバフローフラグ R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 ― ― ― 1 1 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 EA TRCIOA出力禁止ビット 1：出力禁止

(TRCMR、TRCIOR0レジスタの設定に従わない )
R/W

b1 EB TRCIOB出力禁止ビット 0：出力許可

(TRCMR、TRCIOR0レジスタの設定に従う )
R/W

b2 EC TRCIOC出力禁止ビット 1：出力禁止

(TRCMR、TRCIOR1レジスタの設定に従わない )
R/W

b3 ED TRCIOD出力禁止ビット R/W
b7 PTO タイマ出力禁止ビット 0：INT0端子にLを入力しても、EA～EDビットは

     変化しない

R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 ― ― 0 1 ― ― ― ―

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b4 ILVL34 割り込み優先レベル設定ビット b5 b4

 0 1：レベル1
R/W

b5 ILVL35 R/W
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(20) タイマRCのカウントを開始します。

タイマRCモードレジスタ (TRCMR)

4.5 タイマRC割り込み処理

•フローチャート 

•レジスタ設定

(1) インプットキャプチャ /コンペア一致Aフラグをクリアします。

タイマRCステータスレジスタ (TRCSR)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 1 ― × × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b7 CTS TRCCNTカウント開始ビット 1：カウント開始 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 ― ― ― 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 IMFA インプットキャプチャ /

コンペア一致Aフラグ

[0になる条件 ]
1を読んだ後、0を書いたとき

R/W

return

imfa_trcsr ← 0 インプットキャプチャ/コンペア一致Aフラグクリア

_timer_rc()

(1)
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5. 参考プログラム例
参考プログラムは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

R8Cファミリのトップページの画面左メニュー「アプリケーションノート」をクリックしてください。

6. 参考ドキュメント
R8C/M12Aグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.00
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート／テクニカルニュース

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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改訂記録 R8C/M12Aグループ

タイマRC(PWM2モード)

Rev. 発行日 改訂内容

ページ ポイント

1.00 2010.09.30 − 初版発行

1.01 2011.03.10 − R8C/M12Aグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編Rev.1.00
見直し

6 高速 /低速オンチップオシレータ制御レジスタ (OCOCR)　変更

外部クロック制御レジスタ (EXCKCR)　変更

7 システムクロック f選択レジスタ (PHISEL)　変更

システムクロック f制御レジスタ (SCKCR)　変更

8, 11 (9)「CPU…」→　「システム…」

13 タイマRC出力許可レジスタ (TRCOER)　変更

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。



製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
 



http://japan.renesas.com/inquiry

 100-0004 2-6-2 (03)5201-5307

© 2011 Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. 

Colophon 1.0

http://www.renesas.com

  

 


	1. 要約
	2. はじめに
	3. 応用例の説明
	3.1 プログラム概要
	3.2 使用メモリ

	4. ソフトウェア説明
	4.1 関数表
	4.2 メイン関数
	4.3 システムクロック設定処理
	4.4 タイマRC初期設定処理
	4.5 タイマRC割り込み処理

	5. 参考プログラム例
	6. 参考ドキュメント
	ホームページとサポート窓口
	改訂記録
	製品ご使用上の注意事項



